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令和７年度 飾区男女平等に関する意識と 

実態調査 変更点（案） 
１ はじめに 
  令和２年度に実施した 飾区男女平等に関する意識と実態調査（以下、「前回調査」という。）

から４年が経過し、その間、国内外の社会情勢や男女平等に関する法改正・整備、課題やテー

マは大きく変化しております（詳細は参考①参照）。そのため、令和７年度 飾区男女平等に

関する意識と実態調査（以下、「次回調査」という。）では、前回調査の調査項目を踏まえつつ、

より現状に即した内容で調査を行い、第７次計画の策定時の有益な資料としたいと考えており

ます。以下の変更点の案を踏まえ、委員の皆様の様々なご視点からご意見を伺い、取りまとめ

て参りたいと思います。 
 
２ 前回調査からの変更点（案） 
（１）生活上困難な状況を解消するための取組促進に関する設問の新設について 
   第６次計画より重点課題としている、「生活上困難な状況を解消するための取組促進」 

について、「困難な問題を抱える女性への支援に関する法律」が令和６年４月１日より施行 
されたことを踏まえ、設問を新設して調査したいと考えております。 
 なお、計画の体系順を踏まえ、問１８ドメスティック・バイオレンスの次に新設するため、 
以降の設問については、問が２つずつずれていきます。 

 
①問１９に「困難な問題を抱える女性への支援に関する法律」の理解に関する設問の新設をする。 

 
   
 
 
 

資料３ 
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②問２０に生活上困難な状況を解消するための必要な取組について尋ねる設問を新設する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）性の多様性に関する設問の表現について 
   前回調査から「性の多様性」に関する項目で、自分の性別について悩んだことがあると回 

答した人に対し、自由回答の箇所を選択肢回答にしました。性の多様性については、前回調 
査時より社会に浸透されてことや他の選択式の設問に比べ、設問数が少ないことから選択肢 
を確保することで回答しやすさにつなげていきたいと思います。 
 
①問２２－１ 選択肢を追記する。 
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（３）その他の設問や選択肢の表現修正及び追加 
   適切な表現や最新の調査結果等を反映するため、以下のとおり設問や選択肢の修正、追 

加したいと考えております。 
 

 
 ②問２３の「ＬＧＢＴ」の説明文内の調査数値等を最新の情報にする。 
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③問３１の選択肢４の「女性に対する暴力相談」が法改正に伴い名称が変更したため反映する。 

 
 
 
 


